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 新学期
しんがっき

、初
はじ

めての授業
じゅぎょう

。 

６年生
ねんせい

ともなると、もう教科
きょうか

の全体像
ぜんたいぞう

をイメージできるように

なってきます。 

これから１年間
ねんかん

、自分
じ ぶ ん

が学
まな

ぼうとしていることは、いったい何
なん

な

のか。 

社会科
しゃかいか

には、地理
ち り

、歴史
れ き し

、公民
こうみん

など、いろいろな内容
ないよう

があります。 

 

６年生の社会科は、歴史を学びます。 

 「みなさん、歴史とは何ですか」 

一人一人、自分
じ ぶ ん

が考
かんが

える「歴史」について、ノートに書
か

いて

いきました。 

数分後
すうふんご

。 

「では、発表
はっぴょう

してもらいましょう。はい、Aさん」 

「かつての文書
ぶんしょ

をもとにその人物
じんぶつ

の行動
こうどう

を考える」 

「納得
なっとく

？はい Bさん」 

「昔
むかし

の人間
にんげん

の行動を記録
き ろ く

したもの」 

「記録したものが歴史。あー、どうですか？」 

「記録があるとは限
かぎ

らない」 

 何人か考えを受
う

けとりあったあと、国語
こ く ご

辞典
じ て ん

を調
しら

べたりしました。 

「別
べつ

に正解
せいかい

はないんですけど、こんなことを考えていくとお

もしろいかな。『昔のくらしを知
し

ること』そして『時代
じ だ い

の歴史

を知ること』どうでしょう」 

                                                

 

 

 

 

                                                

歴史
れ き し

とは何
なに

か 

時間をかけて知ろうとすることが大事だ。 

わたしたちは人びとと共に生きることを学んでいる途上なのだから。 

（セバスチャン・サルカド） 


